
（様式 3） 

 

公益社団法人日本心理学会研究集会等助成金成果報告書 

 

代表者氏名 宇野カオリ 所属 筑波大学人間系 

研究会等名称 ウェルビーイング教育研究会 

 
成果概要 

 
１）参加人数（会員・非会員及び認定心理士の人数を記載してください） 
 

会員  １２名（うち認定心理士  ５名） 
非会員 ５７名（うち認定心理士  ７名） 

 
２）集会等の目的・成果等 

（実施内容・成果・将来計画等を用紙範囲内に記載してください） 
 
■目的 
日本におけるレジリエンス教育・ポジティブ教育の発展のため、研究者および

実践家が互いに研鑽する場を提供する。 
 
■実施内容 
「ポジティブ教育の実践例の共有」をテーマに第２回目の研究集会を開催し

た。 
本研究会構成員 1 名、外部講師 1 名が発表者として登壇した。オンライン

（Zoom）での開催（ただし、事務局はホストとして外部施設を会場として配

信） 
 
日時：3/27（日） 9:30-12:00 
 
発表者：石川 信一 
「学校で実施するメンタルヘルス増進を目指した予防プログラムの実践研究」  
発表者：松隈 信一郎 
「不登校支援におけるポジティブ心理学の活用」  
 
■成果 
第 2 回である今回も、教員や教育委員会などの教育関係者、スクールカウンセ

ラー、民間教育事業者などの参加者で構成された。 
アンケート回答者の 100％が「とても満足」「満足」と回答し、非常に好評で

あった。参加者からの質疑応答時間も十分確保したが、質問が活発に出て有意

義であったと感じられた。 
 
■将来計画 
来年度以降も継続して研究集会を開催する。研究者や実践者の交流の機会を提

供する。 
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<研究会名>

研究集会開催日： 2022年3月27日(日)

氏名 所属 会員
認定
心理士

1 赤松久美子 環太平洋大学

2 伊住継行 環太平洋大学

3 井本　一茂 VERITAS Solutions株式会社

4 岩尾憲明 順天堂大学

5 岩城圭一 会社員

6 上垣博和 小代中学校 ○

7 梅野智美 大阪高等学校

8 大須賀美恵子 大阪工業大学

9 オオバスミヨ なし

10 大栁　達矢 日本キャリア開発協会　会員

11 角藤　翔太郎 国立武蔵野学院

12 影山世都子 岡山学院大学

13 笠倉典和 大修館書店

14 片桐高自 株式会社エーピーコミュニケーションズ

15 加藤　敏子 高校

16 加藤智博 立命館守山中学校高等学校

17 金成　有理 （株）海外教育研究所

18 川崎　絵里香 関西医科大学

19 木下耕二 九州産業大学

20 木村かおり くしろ地域生活支援センター ○ ○

21 木村洋子 三重県教育委員会 ○ ○

22 國富 陽紀 環太平洋大学 次世代教育学部 教育経営学科

23 熊倉百音子 ㈱クオリティ·アンド·バリュー

24 倉田勇 金融機関人財開発本部

25 小林　寛明 日本赤十字看護大学

研究集会参加者リスト

ウェルビーイング教育研究会
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2022年 4月 5日

研究会名称 ウェルビーイング教育研究会

研究会番号 21012

助成金額 ¥15,000

年 月 日 項 目 金 額

2022年3月30日 事務局人件費（事前事後事務処理＋当日運営） ¥26,400

支出合計 ¥26,400

日本心理学会研究会    2021 年度会計報告書
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